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縮小図（原図A1）

※地下埋設物の調査は概略であるため、施工に

　あたっては請負者に於いて更に詳細にこれら

　を調査確認すること。
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縮小図（原図A1）

※地下埋設物の調査は概略であるため、施工に

　あたっては請負者に於いて更に詳細にこれら

　を調査確認すること。
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縮小図（原図A1）

※地下埋設物の調査は概略であるため、施工に

　あたっては請負者に於いて更に詳細にこれら

　を調査確認すること。
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／図番縮尺

事業主体 小郡市

小郡市　干潟　地内

令和６年度

S=Free

推進工図

干潟地内汚水枝線５工区築造工事

204

縮小図（原図A1）
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令和６年度工事年度

工事名 干潟地内汚水枝線５工区築造工事

工事箇所 小郡市　干潟　地内

図面名称

／図番縮尺 S=1:30

事業主体 小郡市

M6-3(3)-1 組立１号マンホール構造図
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令和６年度工事年度

工事名 干潟地内汚水枝線５工区築造工事

工事箇所 小郡市　干潟　地内

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S=1:50

薬液注入工図 (1)
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二重管ストレーナ（複相式）
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工事名 干潟地内汚水枝線５工区築造工事

工事箇所 小郡市　干潟　地内

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S=1:50

薬液注入工図 (2)
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二重管ストレーナ（複相式）

改良断面図 S=1:30
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工事箇所 小郡市　干潟　地内
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／図番縮尺

事業主体 小郡市

S=1:50

薬液注入工図 (3)
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干潟地内汚水枝線５工区築造工事
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

小口径マンホール構造図

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

S=1:20

小口径マンホール構造図

平 面 図

断 面 図
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曲 り

令和６年度

干潟地内汚水枝線５工区築造工事

2016

縮小図（原図A1）
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工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

1号組立マンホール構造図

小郡市　干潟　地内

1号組立マンホール構造図

平 面 図
S=1:20

可とう継手部

A-A断面図
S=1:20

S=1:10

B-B断面図
S=1:20

副管設置工標準図
S=1:20

図　示

令和６年度

干潟地内汚水枝線５工区築造工事

2017

工事年度

縮小図（原図A1）
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

土工標準図・舗装復旧図

塩ビ管φ200

土工標準図

矢板施工
市道車道部 B(幹線を除く)・歩道・砂利道(掘削深 H1≦2.1m) 市道車道部 B(幹線を除く)・歩道・砂利道(掘削深 H1＞2.1m)

県道車道部(市道車道部A)(掘削深 H1≦2.4m) 県道車道部(市道車道部A)(掘削深 H1＞2.4m)

矢板施工 素掘り

注)路盤工一層当たり仕上げ厚は、15cmまでとする。
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令和６年度

干潟地内汚水枝線５工区築造工事
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縮小図（原図A1）
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

S = 1:20

土留工標準図

アルミ矢板平面図

S=1:20

アルミ矢板断面図
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土留工標準図

小郡市　干潟　地内
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令和６年度

干潟地内汚水枝線５工区築造工事
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縮小図（原図A1）
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S=1:20

取付管布設標準図

タイプ-A-1 タイプ-B

S=1:20

取付管土工図

タイプ-1

タイプ-2

（硬質塩化ビニル管）

(矢板建込みの場合)

タイプ-A-2
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工事年度

工事名

工事箇所

図面名称

／図番縮尺

事業主体 小郡市

取付管土工図・取付管布設標準図

S = 1:20

小郡市　干潟　地内

令和６年度

干潟地内汚水枝線５工区築造工事

2020

縮小図（原図A1）
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